
l/kg）を

前低塩食期と高塩食期の7日目および後低塩食期7日目

に測定し，比較検討した．

なお本実験は，麻布大学における動物実験委員会の承

認を受けている．

測定値は平均±標準偏差で表した．データは分散分析

の後，Studentの t検定もしくはMann-Whitney検定を

行った．危険率は5％以下をもって有意とした．

成　　　　　績

飲水量は犬・猫ともに高塩食摂取に伴い有意（P＜

0.05）に上昇し，低塩食に戻すと有意（P＜0.05）に低

下した（表1，2）．また，収縮期，平均および拡張期血

圧は犬・猫ともに前低塩食期，高塩食期，後低塩食期の

間で有意差は認められなかった．しかし，個々の動物の

血圧変動を検討すると1頭の犬において低塩食期から高

正 常 犬 ・ 猫 の 高 ナ ト リ ウ ム 摂 取 に お け る

血 圧 お よ び 飲 水 量 の 変 動

三　品　美　夏　　　　渡　辺　俊　文†

麻布大学附属動物病院（〒229h8501 相模原市淵野辺1h17h71）

（2009年1月19日受付・2009年7月14日受理）

要　　　　　約

腎機能の正常な雑種成犬5頭と雑種成猫4頭に低塩食と高塩食を与えたときの血圧および飲水量の変動を観察した．

低塩食に馴致させた後，高塩食を与えると飲水量が犬・猫ともに増加し，低塩食に戻すと低下した（P＜0.05）．犬1例

において，食塩負荷時に変化率10％を超える上昇が収縮期，拡張期および平均血圧に認められたが，群としてみると

犬・猫ともに有意な血圧変動は実験期間を通して認められなかった．今回の実験から，腎機能の正常な犬および猫に高

塩食を短期間与えても飲水を自由にするかぎり血圧に影響はないと考えられた．

―キーワード：血圧，ナトリウム，食塩．
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